
費　　　　　　　　　目

03款 民生費 (単位　　円)

 01項 社会福祉費　　  

  01目 社会福祉総務費

408,850,319 円

○国・県支出金を伴う事業費補助金

　・社会福祉施設設置費補助金 円

　　「通い」を中心として、様態や希望に応じて、随時、「訪問」や短期

　　間の「泊まり」を組み合せて提供する小規模多機能型居宅介護拠点を、

　　旧市内と錦田地区の2箇所の日常生活圏域に整備し、それぞれに

　　15,000千円を補助した。

　　旧市内地区日常生活圏域

　　　　施設名：「小規模多機能ホームなとりさん家」（西本町10番5号）

　　　　完了検査：平成20年10月7日

　　　　登録定員：24人　通い定員12人　宿泊利用定員4人

　　　　種　別：小規模多機能型居宅介護拠点　　

　　　　構造・規模：木造2階建て・延べ床面積146.26㎡

　　錦田地区日常生活圏域

　　　　施設名：「小規模多機能ホームすみれの郷」（谷田695番地の7）

　　　　建設主体：医療法人社団　静岡健生会

　　　　完了検査：平成21年3月27日

　　　　登録定員：25人　通い定員15人　宿泊利用定員5人

　　　　種　別：小規模多機能型居宅介護拠点

　　　　構造・規模：木造平屋・延べ床面積223.58㎡

○平成20年度繰越明許費

　・社会福祉施設設置費補助金

　　 　　軽費老人ホーム（ケアハウス）「玉沢昭寿園」の耐震化に伴う施設整

　　備において、原材料価格高騰とケアハウス基準改定により設計の見直

　　しを行う中で、変更計画を作成するのに時間を要し、隣接する現施設

　　の入居者等に振動等配慮し作業時間を短縮したため、繰越明許とした。

　　　　繰越額　59,400,000円

  02目 身体障害者福祉費 (単位　　円)

34,404,943 円

○在宅支援事業 円

　・身体障害者相談事業 円

　　身体障害者相談員16名により、身体障害者の生活相談等更生援護を

　　行った｡

　　　　相談件数367件　　協力業務　延べ　　725件

　・ガイドヘルパー派遣事業 円

主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

12,228,470

1,536,090

393,600

1,059,120

34,404,943 22,124,288 52,185

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

162,377,034

30,000,000

408,850,319 246,473,285

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

－75－



費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　　外出時に付き添いを必要とする1･2級の視覚障害者に対し､ガイドヘル

　　パーを派遣した。

　　　　ガイドヘルパー登録者数　　9人      利用者数　　12人

　　　　派遣回数　241回 　総派遣時間  736.0時間

　・身体障害者手帳所持者数　　3,179人

○障害者手当等給付事業 円

　・重度障害者福祉手当（経過措置）

　　昭和61年3月31日で原則的に廃止されたが、それ以前に受給資格を得て

　　いる人で、障害基礎年金を受給できない等の一定の条件を満たす重度

　　の障害者に対して支給した。

　　　　支給総額　 1,020,980円（月額　14,380円）　支給者　 6人

　・特別障害者手当

　　在宅で日常生活において常時介護を要する20歳以上の著しい重度障害

　　者に対して支給した。

　　　　支給総額　19,459,840円（月額　26,440円）　支給者　70人

　・障害児福祉手当

　　在宅で日常生活において常時介護を要する20歳未満の障害児に対して

　　支給した。

　　　　支給総額　 8,412,300円（月額　14,380円）　支給者　53人

　・外国人障害者福祉手当

　　平成6年10月から要綱の制定により、昭和61年4月の法改正当時の年齢

　　により加入年数の不足や、加入し掛金を納入しても初診日の認定基準

　　等により障害年金を受給できない人で、一定の条件を満たす重度の外

　　国人障害者に対して支給した。

　　　　支給総額　   180,000円（月額　15,000円）　支給者 　1人

○国・県支出金を伴う事業費補助金 円

　・重度身体障害者住宅改造費補助金 円

　　在宅の重度身体障害者の日常生活の便宜を図り身体障害者の福祉増進

　　に寄与するため、住宅改造費を一部補助した。

　　　　給付件数　3件

  03目 知的障害者福祉費 (単位　　円)

 83,785,580 円

○在宅支援事業 円

　・知的障害者相談事業 円

　　知的障害者相談員3名により、知的障害者の生活相談等更生援護を

　　行った｡

　　　　相談件数41件　　

　・重度障害児（者）生活訓練ホーム（すぎなの園）を運営し、日常生活

　　訓練を主体とした指導を行い、身辺自立の促進と家庭介護の軽減を

　　図った｡

　　　　利用定員　20人　利用者数　　12人

58,040,840

25,440,800

73,800

83,785,580 15,388,200 600,000 9,756,540

29,073,120

883,850

883,850

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

－76－



費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○その他負担金 円

　・心身障害者扶養共済制度事業

　　保護者が毎月掛金を納入し、万一保護者が死亡または重度障害になっ

　　た場合、残された障害者に毎月20,000円の年金を支給する制度

 　 　　加入者　37人  共済掛金　2,986,540円 　

 　 　　受給者  27人  共済年金　6,770,000円 

○国・県支出金を伴う運営費補助金

　・心身障害者小規模授産所運営費補助金 円

　　一般就労の困難な心身障害者の自立を目的として運営される小規模授

　　産所の運営費を補助し、活動の充実を図った。

（単位　人）

  04目 老人福祉費　　　　 (単位　　円)

　　　　　　　　　　　　 

       128,450,582 円

○敬老大会事業 円

　・市内に居住する長寿者（米寿265人、喜寿925人）に記念品を贈り長寿

　　を祝った。

　・95歳・100歳の長寿者94人に「お祝いのことば」と記念品を贈り長寿を

　　祝った。

○自立者等援助員派遣事業 円

　　介護認定を受けていない高齢者が、日常生活において何らかの援助が

　必要となった際、短期生活援助事業によりヘルパーの派遣を行うととも

　に、社会生活に適応が困難な高齢者に対して生活管理指導員の派遣を

　行った。

　　　短期生活援助事業　　 　　 12人  85回　 委託料　191,250円

　　　生活管理指導員派遣事業     3人  39回   委託料  149,530円

○介護予防支援事業 円

　　介護予防サービスを利用する高齢者に対し介護予防サービス計画書を

　作成し、その一部を居宅介護支援事業者に委託した。

　　　介護予防支援作成委託料　4,000円×1,500件

○老人福祉推進事業 円

　・寿大学事業

　　超高齢社会に入り、老人クラブ活動の役割は大きいことから、老人ク

　　ラブのリーダー育成と生涯学習の一環として、三島市老人クラブ連合

　　会に寿大学事業を委託した。

    　講座回数12回　受講者77名　委託料　648,000円

2,506,057

340,780

6,000,000

5,827,529

一 般 財 源

128,450,582 5,646,000 6,582,405 116,222,177

おんすいち作業所 20 12

決　算　額
特　　定　　財　　源

国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

三島さくら作業所 20 18

さわじ作業所 20 19

46,894,000

施設名 定員 20年度末通所人員

10,101,540

－77－



費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

  ・緊急通報システム事業

　　在宅のひとり暮らし老人等に、緊急通報用の機器を貸与することで不

  　安の解消を図るとともに、自宅での突発事故など緊急時の即応態勢を

　　整えた。

　　　新規設置台数 15台  年度末利用台数 119台

　　　一人暮らし老人緊急通報システム整備扶助 円

　　　緊急通報端末機器保守委託料 円

　・訪問理美容サービス事業

　　寝たきり等で外出が困難な高齢者のために、理美容師が自宅まで出張

　　サ－ビスを行った。　　

　　　利用件数　38件　委託料　57,000円　

  ・老人福祉電話基本料金扶助事業　　　                　

  　老人福祉電話を設置している生活保護世帯に対し、安否の確認と緊急

  　連絡手段の必要性から、基本料金を扶助した。

　　　　基本料金扶助 3人 扶助額 59,544円

  ・高齢者等はり灸マッサージ治療費助成事業　               

  　70歳以上の高齢者または要介護度3以上若しくは重度障害者の同居介護

　　者に、1人6枚の治療助成券(1枚につき1,000円の助成)を交付した。

　　　　利用件数 1,749件  扶助額 1,749,000円

　・はり、マッサージ無料治療奉仕事業　　　　　            

　　社会福祉会館において市内のはり灸マッサージ師会、身障福祉会盲人

  　部の奉仕により、65歳以上の方148人が無料治療を受けた。

  ・外国人高齢者福祉手当事業

  　老齢福祉年金等の対象者とならない無年金の外国人高齢者に対し福祉

  　の増進を図るため、昭和6年4月1日以前に出生し、三島市に1年以上外

  　国人登録した永住者に1ヶ月10,000円を支給した。

 　 　  支給人員　6人  支給額 　680,000円

○三島市高齢者いきがいセンター管理運営事業 円

　　平成18年度から指定管理者制度を導入した三島市高齢者いきがいセン

　ターにおいて、高齢者の就業機会を確保するための情報の収集及び提供、

　高齢者の就業に必要な知識及び技能の講習等を行った。

　　　研修室等利用回数　　　525回　　　延べ利用者数　2,587人

　　　指定管理委託料　1,800,000円

○生きがいデイ教室事業 円

　　高齢者に対して、学校の余裕教室を利用した施設における各種サービ

　スの提供や交流の場の提供をすることによって社会的孤独感の解消・自

　立生活の助長及び介護予防に努めた。

　　　生きがいデイ教室（西小・東小・南小・中郷小・錦田小）

　　　延べ利用者21,370人

　　　　委託料 円

賃金 円

○生活管理指導短期宿泊事業 円

　　要支援・要介護相当の高齢者が緊急に入所が必要となった時や介護認

20,430,257

1,681,095

44,550

1,120,718

1,131,568

1,813,710

22,398,144

－78－



費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　定を受けていない高齢者に援助が必要になった時に短期宿泊事業により

　一時的に老人福祉施設に入所させ、高齢者及びその家族を支援した｡

　　　自立者ショートステイ　2人　11日　　委託料　44,550円　

○高齢者世話付住宅生活援助員派遣事業 円

　　市営加茂住宅Ａ棟に居住する高齢者に対し生活援助員を派遣し、生活

　指導や安否確認、緊急時の対応等のサービスを提供し、自立し安全かつ

　快適な生活を営めるよう支援した。

　　　対象世帯　18世帯　　委託料  1,948,301円

○介護保険関連事業 円

　・低所得者軽減扶助

　　訪問介護等利用者負担額助成

　　介護保険制度施行前の平成11年度に障害者施策による訪問介護の利用

　　実績のある者で、その者の属する世帯の主たる生計維持者が所得税非

　　課税の場合は、介護保険制度の訪問介護利用者負担額を6％負担に軽減

　　した｡ （平成20年6月まで実施）

　　　　対象件数　延べ8件　　扶助額　5,942円

○三島市北上高齢者すこやかセンター管理運営事業 円

    平成18年度から指定管理者制度を導入した北上高齢者すこやかセンター

　において介護認定を受けていない高齢者を対象に各種サービスの提供や

　交流の場を提供し、社会的孤独感の解消・自立生活の助長及び介護予防に

　努めた。

　　　指定管理委託料　7,926,000円 利用者数　　7,449人

○国・県支出金を伴う運営費補助金 円

　・老人クラブ補助金 円

　　高齢者の生きがいと、健康増進のため各種文化活動､スポーツ大会を

　　行っている老人クラブに対し補助を行った。　　　　　

　　　　単位クラブ　4,503,000円　連合会　812,100円

　　　　平成21年3月31日現在　クラブ数　70クラブ

　　　　加入率　10.6％（会員数 3,490人/60歳以上人口 33,038人)

　・シルバー人材センター補助金 円

　　高齢者の生きがい対策の一環として、豊かな経験知識と能力を活用す

　　るなかで「社会参加」「健康の増進」「収入の確保」を図ることを目

　　的に事業を推進しているシルバー人材センターに補助を行った。

　　　　補助額　　15,800,000円

　　　　登録者数　644人　　受注件数　3,009件

○国・県支出金を伴う事業費補助金

　・社会福祉法人利用者負担軽減制度事業費補助金 円

　　介護保険サービスの提供を行う社会福祉法人が、法人自身の負担によ

　　り生計困難な低所得者の利用者負担の軽減を行い、市は軽減を行った

　　法人に対し補助を行った。

　　　　対象法人　4法人　　軽減認定者　 25人　　

○市単独事業費補助金

　・地区敬老大会補助金 円9,787,086

15,800,000

878,019

27,177

7,928,453

21,115,100

5,315,100

2,566,635

－79－



費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　　市の補助金等により各自治会（6地区）が地区敬老大会を実施し、75歳

　　以上の高齢者を老人福祉センター等に招待し長寿を祝った。

　　　　補助額　　 9,787,086円

  05目 老人保護費 (単位　　円)

　

78,791,900 円

○老人保護事業 円

  　65歳以上で環境上・経済上の理由により、在宅での生活が困難な老人

　に対し養護老人ホーム等への入所措置を実施している。

　　平成21年3月31日現在、養護老人ホーム2園に37人を措置している。

　　　施設入所者等措置費扶助　78,701,640円(三島市36人、小山町1人)

  06目 養護老人ホーム費 (単位　　円)

　

113,530,145 円

○養護老人ホーム管理運営事業 円

　　入所者が健康で生きがいを持ち､安心して生活が送れるように適切な

　処遇、健康管理及び設備の充実等各種サービスの提供に努めた。

 　   入所者数 　平成21年3月31日現在　38人（定員50人）

    年齢別入所者数 （単位　人、歳）

  07目 老人福祉センター　 (単位　　円)

　　　 費

          50,164,773 円

○老人福祉センター管理運営事業 円

　　平成20年度に指定管理者制度の更新を行った老人福祉センターは、60歳

　以上の高齢者を対象に、入浴施設をはじめとした各種サービスを行い、

　健康の増進、教養の向上及びレクリエーションの場を提供した。

　　利用状況 （単位　日、人）

指定管理委託料　37,904,000 円

85.7 1.9 34.7 151.6一 日 平 均 186.4 100.6

2,087.3 46.3 846.0 3,689.9月 平 均 24.3 4,535.9 2,448.7

25,047 556 10,152 44,279年 間 292 54,431 29,384

50,164,773

50,157,773

利 用 期 間 利 用 日 数 総利用者数 男 女
老人クラブ

数
団 体
利 用 者 数

個 人
利 用 者 数

50,164,773

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

82

合計 2 4 4 13 8 7 38 78

4 6 7 20女 1 2 0

平均年齢

男 1 2 4 9 2 0 18 74

75歳以上～
79歳

80歳以上～
84歳

85 歳 以 上 合計区分
60歳以上～
64歳

65歳以上～
69歳

70歳以上～
74歳

80,527,221 33,002,924

36,443,031

78,791,900

113,530,145

78,701,640

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

7,437,262

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

71,354,638

－80－



費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

  08目 社会福祉会館費 (単位　　円)

18,078,517 円

○社会福祉会館管理運営委託事業 円

　  利用状況 （単位　回、人）

 

 

社協関係  63

その他の利用

児童関係

○市社会福祉会館維持管理

　　市社会福祉会館2階トイレ改修 円

　　　オストメイト設置外

  09目 知的障害者更生 (単位　　円)

　　　 施設費

57,048,224 円

○佐野学園管理運営事業 円

  　知的な障害のある人達の社会的自立を目指し、地域で生きがいのある

　生活を送るために必要な「生活」「作業」等の分野での指導、支援を中心

　に実施した。指導員8人で対応し、遠足等の園外事業、地域交流等の行事、

　他の福祉施設等との交流体験など社会参加活動の充実にも努力し、他の

　障害福祉サービス事業所等との連携を密にして、進路相談を実施した。

　　　在園者数　21人（定員30人）　

  10目 援護費 (単位　　円)

          981,625 円

○援護事業 円

　　戦没者追悼式委託

　　旅費欠者　

  11目 障害者施策推進事 (単位　　円)

　　　 業費

         757,368,808 円 243,117,848757,368,808 512,402,300 1,848,660

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

400,000円

85件 25,620円

決　算　額
特　　定　　財　　源

981,625

425,620

57,048,224

981,625

16,254,568

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

32,988,582

3,208,517

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

24,059,642

47 21 1,103 335 合 計 1,006 404 19,128 5,683

0老人関係 111 0 3,142

2,682

更生保護関係 60 1 1,478 20

1,271 201 213 5,170身障者関係 261 97 3,755

昼 夜

民生委員関係 70 9 933 85 256 3,547 1,290

昼 夜 昼 夜

14,878,517

14,870,000

関 係 別
回 数 人 員

関 係 別
回 数 人 員

昼 夜

18,078,517 500,000 2,700,000

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

－81－



費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○障害者施策推進事業 円

  ・ボランティアスクール

　　福祉への理解は、福祉現場において実際にふれあうことが最も効果的

　　であり、若い世代への福祉教育が重要である。事前研修1日とサマー

　　ボランティアは7月30日～8月31日の間に心身障害者小規模授産所 三

　　島さくら作業所、心身障害者小規模授産所 さわじ作業所、重度障害

　　児（者）生活訓練ホーム　すぎなの園、心身障害者小規模授産所　お

　　んすいち作業所の各施設で3日以上の施設研修というプログラムで、小

　　学5年生以上の社会福祉全般に関心のある市民を募集し5名が参加した。

　　また、親子向け福祉学習として8月2日の盲導犬訓練施設「ハーネス」

　　の見学及び体験に40人、8月21日の三島文化会館での福祉映画の上映

　　には245人が参加した。

  ・心身障害者屋外レクリエーション 　

　　平成20年11月29日に東京ディズニーランドを会場として心身障害者屋外

　　レクリエーション事業を実施した。心身に障害を持つ子供達と手をつな

　　ぐ育成会会員等の参加により、総計87名で交流を持ち、知的障害者の生

　　活圏以外での順応性の拡充を図った。

  ・知的障害児歯科診療

　　三島市歯科医師会の協力を得て、障害者歯科相談医による歯科診療体

　　制で対象児の治療にあたった。

　　　　受診者　60名　　件数　213件

  ・第14回三島市障害者週間事業

　　障害者週間（12月3日から9日）に近い日程で開催された「農業祭」に

　　参加し、施設利用者の美術・工芸作品の展示並びに、障害者理解のた

　　めの啓発を行うとともに、市内駅前等で街頭啓発を行った。

　・ふれあい教室事業

　　知的障害者にふれあいの場を提供し、各種教室で様々な指導を行い知

　　的障害者の能力向上と、参加者同士の交流を図った。

　　　　料理教室、工芸教室、カラオケ、ボーリング大会

　・障害者雇用相談員事業

　　障害者の雇用に関する相談・助言・指導を行うとともに、家庭及び事

　　業所へ訪問し連絡調整を行った。

　　　　雇用相談員数　3名　　件数339件

○障害者認定調査審査会等事業 円

　　障害者自立支援法の施行により、身体・知的・精神の障害種別ごとに

　分かれていた福祉サービスが一元化され、介護保険と同様に認定調査が

　必要となり、市で障害程度区分審査会を開催し、障害程度区分の判定を

　行った。

　　　　障害者認定審査会　委員　5名　開催回数　12回　　

　　　　審査件数　105件　

○地域生活支援事業 円

　・手話通訳者派遣事業 円

　　聴覚障害者、音声・言語機能障害者の意思疎通の手段として、手話通

　　訳者を派遣した。

　　　　派遣回数　159回 　総派遣時間  397.0時間

1,074,898

13,074,526

7,948,146

51,687,576

－82－



費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　・要約筆記通訳者派遣事業 円

　　聴覚障害者、音声・言語機能障害者の意思疎通の手段として、要約筆

　　記通訳者を派遣した。

　　　　派遣回数　 30回 　総派遣時間  194.5時間

　・入浴サービス事業 円

　　在宅の重度身体障害児（者）に対し､入浴車や簡易移動浴槽による入浴

　　サービスを行った｡

 　 　　利用者数　 6人　総利用回数　225回

  ・手話講習会　

　　聴覚障害者にとって、手話は欠かせないものであるため、市民を対象

　　に手話通訳の技術（入門・基礎）を学んでもらうことを目的に開催

　　した。

　　　　実施回数　入門課程　昼の部 22名　夜の部 15名 各22回

　　　　　　　　　基礎課程　15名 30回

　・要約筆記奉仕員養成事業

　　聴覚障害者のコミュニケーションの手段の一つである要約筆記の基礎

　　的指導を行い、要約筆記奉仕員を養成することを目的に開催した。

　　　　実施期間　平成20年5月31日 ～ 8月9日　　実施回数 11回

　　　　参加者数　19名

  ・駿豆地区障害者生活支援事業 円

　　在宅の障害者に対し、在宅福祉サービスの利用援助、社会資源の活用

　　や社会生活力を高めるための援助、ピアカウンセリング、介護相談及

　　び情報提供を総合的に行うため「市町村障害者生活支援事業」につい

　　て、3市3町による「駿豆地区障害者生活支援連絡会」を設立し、事業

　　の推進を図っている。

　・食事サービス事業 円

　　在宅の単身又はこれに準ずる身体障害者に対し、昼食を配達すること

　　により、障害者の食生活の改善と安否の確認を行った。

　　　　利用者数　 6人　総配食数　722食

　・重度心身障害児(者）日常生活用具給付状況 (単位　件､円)

　・移動支援事業費扶助 円

　・日中一時支援事業費扶助 円

19,403,579

12,026,200

1,088,394

合計 187 2,032,384 1,046 10,798,387 1,233 12,830,771

1 200,000

180 1,931,520

0 0 1 200,000

18 201,600

15 337,870

991 8,452,578

198 2,133,120

4 27,000 987 8,425,578

0 0 15 337,870

3 29,824

1 50,760

2 23,104 1 6,720

8 351,825

0 0

1 32,400

9 402,585

0 0 1 32,400

0 0 0 0

金　額

0 0 1 154,000 1 154,000

198,550

区　分
障害児 障害者 合　　　　計

件　数 金　額 件　数 金　額 件　数

301,475

1,785,000

2,220,000

特殊寝台

入浴補助
用具

ネブラ
イザー

電気式たん
吸引器

頭部
保護帽

情報・通信
支援用具

ストマ用具

紙オムツ

居宅生活動
作補助用具

その他 0 0 14 1,088,394 14

－83－



費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○自立支援給付等事業 円

　　障害者自立支援法の施行により、身体・知的・精神の障害種別ごとに

　分かれていた福祉サービスが平成19年10月から一元化され、同じサービ

　スが受けれるようになった。

　・介護給付費 （単位　円、人）

　　事業円滑化事業 円

　　ケアホーム重度障害者支援体制強化事業 円

　・補装具交付・修理の状況 (単位　件､円)

障

害

児

障

害

者

　・更生医療申請件数 21人 レセプト件数 196件 円38,167,629

2,512,929 139 13,191,265

合計 113 14,164,533 64 2,626,851 177 16,791,384

小計 84 10,678,336 55

49,491 2 367,400

その他 9 358,159 0 0 9 358,159

座位保
持装置 1 317,909 1

234,168 33 1,167,365

車いす 22 4,568,775 31 1,196,749 53 5,765,524

補聴器 17 933,197 16

1,032,521 15 3,711,722

装具 27 1,821,095 0 0 27 1,821,095

義肢 8 2,679,201 7

0 2 6,118

小計 29 3,486,197 9 113,922 38 3,600,119

その他 2 6,118 0

6,303 10 1,445,625

座位保
持装置 4 1,152,801 0 0 4 1,152,801

車いす 9 1,439,322 1

40,740 14 740,248

補聴器 3 188,448 5 66,879 8 255,327

装具 11 699,508 3

件　数 金　額

義肢 0 0 0 0 0 0

1,583,183

222,950

区　分
交　　　　　付 修　　　　　理 合　　　　計

件　数 金　額 件　数 金　額

特定障害特別給付費 19,923,048 1,152

合　　計 540,481,600 5,548

旧法施設支援　     176,619,544 915

サービス利用計画費 51,000 6

就労継続支援Ｂ型　   42,073,245 526

共同生活援助        4,602,246 86

就労移行支援　       10,259,701 72

就労継続支援Ａ型   　 6,109,565 93

自立訓練（機能訓練）  1,259,419 12

自立訓練（生活訓練）  101,718 1

共同生活介護　         9,660,252 122

施設入所支援        51,650,182 719

児童デイサービス 6,907 1

短期入所            12,631,532 209

行動援護　　　   　　 7,250,538 151

生活介護　           153,261,767 961

居宅介護　            19,304,300 438

重度訪問介護　   　 25,716,636 84

597,979,448

区　　分 H20.3～H21.2実績 対象者延べ利用者数

－84－



費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○各種団体への負担金 円

　・三島市障害者福祉施設等連絡協議会負担金 円

　　市内の障害者施設等が連携を密にし、運営内容の充実を図るとともに、

　　合同研修会・交流会を通じて障害者福祉の向上を図ることを目的に設

　　立された障害者施設等連絡協議会を支援するため負担金を支出した。

○国・県支出金を伴う事業費補助金 円

　・地域活動支援センター事業費補助金 円

　　関係機関との連携強化、ボランティアの育成、理解促進を図るための

　　普及啓発を行っている地域活動支援センターに補助した。

　　　　地域活動支援センター数　5事業所

　・通所サービス利用促進事業費補助金 円

　　新体系の日中活動系サービス事業所及び旧体系の通所施設における送

　　迎サービスの実施を促進し、利用者負担の軽減を図るために補助した。

　　　　通所施設数　2施設

　・身体障害者自動車改造費補助金 円

　　障害者の自立更生の支援を図るため、重度身体障害者が自分で運転を

　　するために必要な自動車の改造費の一部を補助した。

　　　　給付件数　4件

　・身体障害者自動車免許取得費補助金 円

　　障害者の自立更生の支援を図るため、身体障害者が就職等の自立援助

　　のために自動車運転免許を取得する際の経費の一部を補助した。

　　　　給付件数　1件

　・相談支援事業費補助金 円

　　障害者が地域で生活する中で生じる様々な問題に対し、助言・指導を

　　行い、社会参加を促したり、困難ケースに対応する相談支援事業所に

　　補助した。

　　　　相談支援事業所　5事業所

　・相談支援充実強化事業費補助金 円

　　障害者等へ情報の周知を図り、自立支援法の制度定着のため、相談支

　　援事業所の相談対応業務やパンフレット作成等に係る経費を補助した。

　　　　対象事業所　1事業所

○市単独事業費補助金 円

　・地域活動支援センター事業費補助金 円

　　障害者に対し創作的活動・生産活動の機会を提供している支援センター

　　に補助した。

　　　　地域活動支援センター数　6事業所

　・相談支援事業費補助金 円

　　障害者が地域で生活する中で生じる様々な問題に対し、助言・指導を

2,222,400

4,975,000

150,000

10,338,400

7,605,000

4,975,000

4,237,000

386,000

100,000

279,857

160,000

14,823,000

－85－



費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　　行い、社会参加を促したり、困難ケースに対応する相談支援事業所に

　　補助した。

　　　　相談支援事業所数　3事業所

　・共同生活介護等家賃補助金 円

　　地域生活への移行を促すため、非課税世帯に属するグループホームや

　　ケアホームに入所している人に家賃を一部補助した。

　　　　給付者数　14人　

  12目 精神障害者福祉費 (単位　　円)

11,488,060 円

○在宅支援事業 円

　　在宅の精神障害者に対し、日常生活や社会復帰に関する相談、在宅福

　祉サービスの利用援助などの支援を行い、地域における生活の支援や社

　　　 　会参加の促進を図った。

　　精神障害者相談事業 相談員2名 円

○国・県支出金を伴う運営費補助金 円

　　一般就労の困難な精神障害者の社会復帰と自立を図ることを目的として

　運営される共同作業所の運営費を補助し、活動の充実を図った。

　・精神障害者共同作業所運営費補助金 円

　  　ワークショップまごころ　　定員 　20名

　  　平成20年度通所人員              11名

  13目 総合福祉手当費 (単位　　円)

      322,730,182 円

○総合福祉手当の支給 （単位　円、人）

　

 

20,000

母子世帯等高校進学祝金 2,220,000 111 1人 20,000

母子世帯等中学校卒業者就職
祝金 200,000 10 1人

30,000

母子世帯等小学校入学祝金 1,620,000 81 1人 20,000

交通遺児等扶養手当 330,000 11 1人

法外扶助 735,557 14 行旅病人取扱い費用8人他

5,000

在宅寝たきり老人等介護者手当 26,400,000 528 1人6ヶ月 50,000

敬老祝金 51,310,000 10,262 1人

234,773,170

区　　　　　　　　　分 支 給 総 額 支 給 者 数 支 給 単 価

322,730,182 87,957,012

11,300,000

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

6,447,060

49,200

49,200

11,300,000

11,488,060 1,459,000 3,582,000

511,000

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

－86－



費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

（単位　円、人）

　

  14目 養護老人ホーム (単位　　円)

       建設基金積立金

        　    369,720円

○積立金の状況 （単位　円）

  15目 福祉基金積立金 (単位　　円)

           4,556,603 円

○積立金の状況

  18目 介護従事者処遇 (単位　　円)

       改善臨時特例基金

　　　 積立金

     　    54,102,653円

○介護従事者処遇改善臨時特例基金積立金 円

　　介護従事者の処遇改善を図ることを目的とした平成21年度の介護報酬

　の改定による介護保険料の急激な上昇の抑制等を行うために設置した三

　島市介護従事者処遇改善臨時特例基金に積立てた。

・積立金の状況 （単位　円）

区　　　　　　　　　分 支 給 総 額 支 給 者 数 支 給 単 価

平 成 19 年 度 末
基 金 現 在 高

平 成 20 年 度 末
基 金 現 在 高

54,102,65354,102,653

そ の 他

54,102,653 54,102,653

決　算　額
特　　定　　財　　源

10,106,966

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債

8,250,363 4,535,608 20,995 2,700,000

（単位　円） 
平 成 19 年 度 末
基 金 現 在 高

平 成 20 年 度
寄付による積立額

平 成 20 年 度
運用利子による積立額

平 成 20 年 度
取 り 崩 し 額

平 成 20 年 度 末
基 金 現 在 高

4,556,603 4,556,603

57,732,846

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

57,363,126 250,000 119,720

平 成 19 年 度 末
基 金 現 在 高

平 成 20 年 度
寄付による積立額

平 成 20 年 度
運用利子による積立額

平 成 20 年 度
取 り 崩 し 額

平 成 20 年 度 末
基 金 現 在 高

369,720 369,720

50,000

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

重度重複障害者(児)介護者手当 5,300,000 106 1人6ヶ月

30,000

4,000重度心身障害児福祉手当 7,912,000 187 1人1ヶ月

身体障害者結婚祝金 30,000 1 1人

15,000

精神障害者医療費扶助 6,658,422 月平均28
1人1ヶ月
（限度額） 15,000

難病患者見舞金 5,625,000 375 1人

15,000

10,000

重度心身障害児者医療費扶助 157,338,514 1,891

重度心身障害者援護金 35,390,000 2,750

1人（身体1～2級、
療育手帳 A、精神
保健1級）

1人（身体3～4級、
療育手帳 B1、精神
保健2級）

母子世帯等児童育成手当 1,512,000 756 1人 2,000

母子世帯等医療費扶助 20,148,689 1,082

54,102,653

平 成 20 年 度
積 立 額

平 成 20 年 度
取 り 崩 し 額

－87－



費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

 02項 児童福祉費 (単位　　円)

  01目 児童福祉総務費

      209,693,882 円

○障害児支援事業 円

　・心身障害児者ライフサポート事業 円

　　療育手帳の交付対象とならない発達障害児（者）に対しサービス提供

　　を行い、その自立と社会参加の促進を図った。また、療育手帳所持者

　　に対して、障害者自立支援法におけるサービスを補完するものとして

　　実施した。

  　  　ヘルパー派遣 　　                        188,650円

    　　　利用者数　 3人　　　　 総派遣時間　　   110時間

　　　　デイサービス                           1,003,600円

    　　　利用者数　 9人　　　　 総利用時間   1,630.5時間　　　　

　  　　ショートステイ                           481,500円

    　　　利用者数　15人　　　　 総利用時間       819時間

○子育て支援センター事業 円

　・三島市本町タワービル4階の公益スペースに、子育て支援のための拠点

　　として、地域子育て支援センター、短時間保育、ファミリー・サポー

　　ト・センターの事業を実施した。

　・三島市本町子育て支援センター事業

　・子育て支援出前講座

　　10人以上の子育てグループからの要請により、希望の会場へ講師を派

　　遣し、子育てグループの育成支援を行った。

　　　　講座開催件数 14件

　　　　出席者大人  214人　子ども 306人　計 520人

　　　　講座内容 （単位　人）

○ファミリー・サポート・センター事業 円

 

○次世代育成計画推進事業 円

　　平成17年度を初年度として向こう5年間の子育て施策の指針として策定

　した「三島市次世代育成計画エンゼルスマイルみしまⅡ」の進捗状況を

　把握するとともに、事業の更なる推進を図るため、次世代育成計画推進

合　　計 4,540

習い事等の援助 245

依頼会員宅へ出向いての育児支援等 192

1,744,950

1,673,750

370,408

その他（外出のため、学校等休業時の援助） 1,437

保育所・幼稚園の登園前、帰宅後の預かり 437

学校放課後の預かり 842

主な援助活動内容 件数

保育所・幼稚園の送迎 1,387

3,544,970

　・会員数708人（内訳：依頼会員472人提供会員 143人両方会員93人）

68 81 42 46 17 73 87 106

大人 子ども 大人 子ども大人 子ども 大人 子ども

183 309

うた・
リトミック

音楽あそび
読みきかせ

マジックショー
ベビー

マッサージ

時間 料金(円)

14,085 17,486 31,571(7,609) 1,514 3,589 2,153,400

172,474,357

16,391,548

交流ひろば（単位：人） 短時間保育 育児
相談
(人)

稼動
日数大人 子ども 合計(内市外利用) 人数(人)

209,693,882 28,916,125 6,100,000 2,203,400

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

－88－



費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

  懇話会を立ち上げ、平成22年度の計画更新に向けて準備を進めた。

　　　懇話会　年2回実施

○国・県支出金を伴う事業費補助金 円

　・児童福祉施設整備費補助金 円

　　梅の実保育園施設整備（耐震補強）に係る補助金

　　　ＲＣ造2階建て　建築面積414.92㎡　延面積　705.13㎡

　　　入所定員150人　　　

　・民間児童館活動事業費補助金 円

　　　主な活動内容

　　　　自然体験活動　　　　　　　　　14回　280人

　　　　子どもボランティア育成活動　 4団体　 50人

　　　　児童健全育成相談活動　　　　　64回　 69人　　など

　　　　活動事業所名　　恵明コスモス児童センター

　　　　　　　　　　　年267日開館

  02目 児童保育費 (単位　　円)

    2,331,228,903 円

○児童保育事業 円

　入所児童数 平成21年3月1日現在

 

 

 

○特別保育委託事業 円

　・地域子育て支援センター事業委託 円

　　地域全体で子育てを支援する基盤を整備するため、活動の中心となる

　　保育所を指定し、事業を委託した。

　　　　実施園　　恵明保育園、白道保育園、北上保育園、中郷西保育園、

　　　　　　　　　恵明コスモス保育園、加茂保育園、

　　　　　　　　　三島ようらん保育園、芙蓉台保育園、中郷南保育園

　　　　延べ利用者数　　37,548人

　・乳幼児健康支援保育事業委託 円

　　保育所に通所中の児童が病気又は病気の回復期で、集団保育が困難で

　　あり、かつ保護者が勤務等の都合により家庭での保育が困難な児童を

　　一時的に預かり保育を行える施設を指定し、事業を委託した。

　　　　実施施設　 恵明保育園、 ペンギン病児保育室   

　　　　延べ利用児童数　　967人

48,072,000

34,962,000

13,110,000

市外 委託契約保育園（40園）

合     計 1,771 157

102

小    計 1,635 1,669 157

33 104.4

0 95.6

124 117.0

111.7

市内

市立保育園（7園） 615 609

若 葉 保 育 園 45 43

私立保育園(10園） 975 1,017

830,252,139

1,043,427,383

区　　　　　分
定員

（人）

入所児童数（人） 入所率
（％）市内 受託

2,331,228,903 1,121,261,365 379,715,399

29,976,500

11,408,000

18,568,500

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

－89－



費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○児童手当支給事業 円

  児童手当の受付認定状況 （単位　件、円）

○児童扶養手当支給事業 円

（単位　人）

○国・県支出金を伴う事業費補助金 円

　・乳幼児保育事業補助金 円

　　0・1・2歳児の保育を行う保育所に対し、乳幼児の適切な保育を確保す

　　るため補助をした。

　　　　実施園　　私立全園(10園)と認可外1園

　・延長保育事業費補助金 円

　　保育時間の延長に対する需要に対応するため､通常の開設時間を超えて

　　保育を実施する保育所に補助をした｡

　　　　実施園　　北上保育園、加茂保育園、恵明保育園、

　　　　　　　　　恵明コスモス保育園、梅の実保育園、

　　　　　　　　　三島ようらん保育園、芙蓉台保育園

　　　　利用児童数  　  　312人

　・保育所地域活動事業補助金 円

　　地域との交流を深め､育児相談等の事業を実施し､保育所の機能を地域

　　に還元する保育所に補助をした｡

　　　　実施園　　白道保育園、加茂保育園、北上保育園

　・一時的保育事業費補助金 円

　　女性の就労形態の多様化に伴う一時的保育や､保護者の傷病等による緊

　　急時の保育に対応するため､一時的保育を実施する保育所に補助をした｡

　　　　実施園　　芙蓉台保育園、加茂保育園 、恵明コスモス保育園、

　　　　　　　　　三島ようらん保育園

　　　　延べ利用児童数   1,802人

　・休日保育事業費補助金 円

　　保育所に入所している児童で、休日等においても保育が必要な児童の

　　保育を行う認可外保育所に補助した。

　　　　実施園　　マリア保育園

　　　　延べ利用児童数    336人

円

　　保護者が傷病等社会的又は私的理由により緊急的または一時的に保育

1,000,000

3,240,000

912,600

  ・緊急・リフレッシュ保育事業費補助金 134,280

741

88,553,680

53,296,000

29,970,800

児 童 扶 養 手 当 791 111 161

303,928,090

区 分
継続受給権者数 新規認定者数 資 格 喪 失 者 受 給 権 者 数

(A) (B) (C) (A)+(B)-(C)

1,214 1,793 116,895,000

合 計 7,471 888 991 7,368 10,165 783,870,000

非被用者小学校修了
前 特 例 給 付

1,265 119 170

94 98 11,470,000

被用者小学校修了
前 特 例 給 付

3,984 183 215 3,952 5,965 375,035,000

特 例 給 付 82 14 2

非 被 用 者 478 142 166 454 500 61,330,000

平成20年度末
受 給 者 件 数

平成20年度末
算 定 児 童 数 支 給 額

被 用 者 1,662 430 438 1,654 1,809 219,140,000

区 分
平成19年度末
受 給 者 件 数

平 成 20 年 度
新規認定件数

平 成 20 年 度
消 滅 等 件 数

784,024,333

－90－



費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　　に欠ける就学前の児童の保育を実施している認可外保育施設に補助を

　　した。

　　　　実施園　　マリア保育園

　　　　延べ利用児童数  373人

○市単独運営費補助金

　・民間保育所職員週休二日制運営補助金 円

　　民間保育園職員の処遇改善を図り､週休二日制を実施するため、臨時保

　　育士雇上賃金を補助した｡

　　　　対象　私立全園(10園)

○市単独事業費補助金 円

　・民間保育所保育充実補助金 円

　　民間保育園の運営の充実を図り、職員の処遇改善のため補助をした｡

　　　　対象　私立全園(10園)

　・障害児保育事業費補助金 円

　　障害児保育に対する需要に対応するため､保育士を加配して保育を実施

　　する保育所に補助をした｡

　　　　実施園　　三島ようらん保育園

  03目 市立保育所費 (単位　　円)

       755,843,774 円

○市立保育園維持補修事業 円

　・耐震補強事業関係 (単位　　円)

○市立保育園管理運営事業 円

光 ヶ 丘 保 育 園 190 210
合 計 1,224 1,754

谷 田 保 育 園 199 440
青 木 保 育 園 320 357

幸 原 保 育 園 138 296
緑 町 佐 野 保 育 園 15 24

加 茂 川 町 保 育 園 302 285
伊 豆 佐 野 保 育 園 60 142

区 分
延べ利用者数（人）

H20実績 H19実績

　・地域の子育て事業（園庭開放等利用者延べ人数）

合 計 615 642 104.4%

光 ヶ 丘 保 育 園 90 87 96.7%

青 木 保 育 園 90 103 114.4%

谷 田 保 育 園 90 90 100.0%

緑 町 佐 野 保 育 園 60 68 113.3%

幸 原 保 育 園 120 107 89.2%

伊 豆 佐 野 保 育 園 45 61 135.6%

加 茂 川 町 保 育 園 120 126 105.0%

　・市立保育園入所児童数　　（平成21年3月1日現在）

区 分
定  員
(人)

入所者数
(人)

入 所 率

市立青木保育園、光ヶ丘保育園園舎耐震補強計画業務委託 4,620,000 耐震補強計画の策定業務

231,006,170

613,638,355

4,620,000

事　　　　　業　　　　　名 事　業　費 事　業　概　要

755,843,774 3,175,000 139,030,419

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

11,474,617

51,748,800

51,304,800

444,000

－91－



費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　・延長保育事業                    

  7:30～18:00   18:15～19:00

　　　利用児童数　　129人　（H19実績　128人）

  04目 家庭児童相談室費 (単位　　円)

12,735,184 円

○家庭児童相談室事業

　相談件数   （単位　　件）

　

　　　家庭児童相談員報酬（2人）　　3,684,000円

○三島市たんぽぽ教室　　　　　　　　　　　　   　　　   

　　心身に発達の遅れや障害を持つ児童およびその保護者に対し、適切な

　助言を行い、児童の基本的な生活習慣を促すとともに、その保護者の育

　児に対する悩みを軽減し、親子関係を深めよりよい発達を支援した｡

 　   開設日　毎月、月曜日1回、火曜日3回、金曜日4回

 　 　場所　　保健センター・中郷文化プラザ・生涯学習センター

 　 　相談員及びスタッフ　6人　参加者延べ人数　1,837人

 　 　指導員報酬等　4,352,736円　 　

○ドメスティック・バイオレンス相談事業 円

　　関係機関との連携のもと、DV被害者を保護し支援するため、相談及び

　助言を行った。

  　  相談件数　　　240件

 　   婦人相談員報酬（1人）　　　 円

  05目 児童センター費 (単位　　円)

11,455,066 円

○児童センター事業 円

　  児童に対し健全な遊びを与え、健康の増進や情操を豊かにするため、

　リトミック、おりがみ、クラフトなどの各種講座を開催したほか、親子

　で参加するすくすく広場等を関係施設で実施し、いずれも多数の参加が

　得られた。

　・すくすく広場事業

　　　児童センターで毎月3～4回開催

　　　全38回　参加者  588組　1,160人（H19実績　666組 1,318人）

　　　各公民館(北上・錦田・中郷)で毎月1～2回開催

　　　全55回　参加者1,062組　2,073人（H19実績　1,031組  2,001人）

11,239,066

6,401,215

11,455,066 216,000

2,220,151

1,912,800

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

251 720 127 5336 281 141 8

11,312,725

1,617
性格生活習
慣 等

知能・言語 学校生活等 非 行 家 庭 関 係 環 境 福 祉 心 身 障 害 そ の 他

12,735,184 1,297,432 125,027

加茂川町・緑町佐野・
谷田・青木保育園

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

実施保育園 平日の基本保育時間 延長保育時間

－92－



費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○児童育成団体

　  児童育成団体は、三島市子ども会連合会及び地域活動連絡協議会（旧：

　母親クラブ）で、これら団体の運営に対し、自主性を尊重しながら連絡調

  整や指導助言を行った。 

(H20.4.1現在）（単位　人）

  06目 放課後児童クラブ  (単位　　円)

　  　 費

        53,129,322 円

○放課後児童クラブ管理運営事業 円

    放課後、保護者が家庭にいない小学校低学年（1～3年生）の児童を対

  象に、生活指導を行い健全育成を図った。

　　　入館児童数　670人（3/31現在）　（H19実績　632人）

　　　放課後児童クラブ指導員等報酬　　 円

　　　指導員数　13館　44人

　　　坂放課後児童クラブ委託料 円

  07目 子育て応援特別  (単位　　円)

　  　 手当費

335,615 円

○子育て応援特別手当事業 円

　　「新たな経済対策に関する政府与党会議・経済対策閣僚会議合同会議」

　でまとめられた「生活対策」に基づき、定額給付金とあわせて国の平成

　20年度第二次補正予算に盛り込まれた事業で、厳しい経済情勢において、

　多子世帯の幼児教育期の子育てを応援するため実施した。　

○平成20年度繰越明許費

　・子育て応援特別手当事業

　　子育て応援特別手当の支給にあたり、申請書の郵送、受付、本人確

　　認、振込事務等に時間を要することにより、平成20年度内の完了が

　　見込めないため、繰越明許とした。

　　　　繰越額　66,623,385円

335,615

335,615 335,615

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

14,056,325

19,252,639

33,245,072

2,000,000

53,129,322 15,036,000 24,036,997

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

65 68

三島市子ども会連合会 石井　芽久美

三島市地域活動連絡協
議会

茨木　太郎 各クラブ会員 3団体

小中学生及び指
導者

69単位子ども会

人員(H20) 人員(H19)

4,921 4,865

団体名 代表者氏名 対象 団体数

－93－



費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

 03項 生活保護費 (単位　　円)

  02目 扶助費

     768,684,143 円

○生活保護扶助事業 円

　・生活保護実施状況

　　生活保護扶助事業は、日本国憲法第25条（国民は、健康で文化的な最

　　低限度の生活を営む権利を有する。）の理念に基づき、国が生活に困

　　窮するすべての国民に対し、その困窮の程度に応じ、必要な保護を行

　　い、その最低限度の生活を保障するとともに、その自立を助長するこ

　　とを目的としており、以下のような生活、住宅、教育、介護、医療及

　　び葬祭等の扶助を行った。

(単位　世帯､人､円)

 

　

 

・国・県と比較した三島市の保護（平成20年度年平均）(単位　人､‰)

※全国値は平成20年10月分速報値

 04項 災害救助費 (単位　　円)

  01目 災害救助費

   30,000 円

○災害救助事業 円

  　火災により被害を受けた市民に対し、災害見舞金を支給した。

　　　全焼

法 外
扶 助

（年）4 （年）4 27,240

2,064,245 (年)114,680

区 分 全 国 静 岡 県 三 島 市

(年)114,680

5,541,374 153,927 153,927

326,886 (年)81,721 (年)81,721

保 護
施 設
事務費

3 3 461,781

葬 祭
扶 助

（年）18 （年）18 172,020

0 0 0

生 業
扶 助

3 3 18,974 227,690 6,325 6,325

出 産
扶 助

0 0 0

25,230,930 32,347 32,853

医 療
扶 助

316 363 34,425,966 413,111,586 94,837 108,943

介 護
扶 助

64 65 2,102,578

106,298,031 25,309 29,926

教 育
扶 助

9 11 105,454 1,265,445 9,587 11,717

住 宅
扶 助

296 350 8,858,169

月平均支給額 月平均支給額

生 活
扶 助

299 356 17,884,830 214,617,956 50,238 59,815

210,349,770

768,684,143

種別
月 当 た り 平 均

年間支給総額
1 人 当 た り 1 世 帯 当 た り

世 帯 数 人 員 支 給 金 額

768,684,143 556,275,000 2,059,373

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

保 護 人 員 1,590,412 17,848 396

保 護 率 12.50 4.70 3.53

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

30,000 30,000

30,000

1件 30,000円

－94－



費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

 05項 国民年金事務費 (単位　　円)

  01目 基礎年金事務費

        25,364,726 円

○国民年金加入状況

　　市人口の内20歳以上60歳未満60,313人の約3.61人に1人が第1号被保険者

（単位　人）

　 ※平成14年度から、第1号被保険者の資格取得・喪失、申請免除(一般・

 　　学生)、障害・老齢基礎年金等裁定請求、未支給受付事務等を市で受付

○年金受給者数及び年金額 （単位　人、円）

○年金相談件数 （単位　　人）

H20年度

H20年度

H19.11月～

　※年金記録未統合問題について、ねんきん特別便の発送前に、三島市が

　　保有する国民年金記録から、未統合を確認できた1,006件の市民へ、独

　　自に、記録照会及び回答書を送付し、本人からの回答後に、基礎年金

　　番号への統合を進めている。三島市内のねんきん特別便は平成19年12

　　月から発送された。

(単位　　人)

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

1,324,715

被 保 険 者 数 付 加 保 険 者 数

第 1 号 強 制 加 入 者 16,510 6

25,364,726 24,040,011

第 1 号 任 意 加 入 者 207 359

合 計 16,717 365

区 分 受 給 者 数 年 金 額

老 齢 基 礎 19,662 13,087,120,600

障 害 基 礎 569 492,905,500

遺 族 基 礎 224 176,187,300

老 齢 1,507 691,310,500

通 算 老 齢 1,067 211,248,000

5 年 31 12,697,600

障 害 72 61,783,200

寡 婦 38 17,341,700

遺 児 1 792,100

合 計 23,171 14,751,386,500

相 談 者 数

嘱 託 選 任 相 談 員 （ 市 窓 口 ） 2,270

ねんきん特別便による納付状況情報提供 463

三島市国民年金記録統合（1,006件） 845

合 計 3,578

○年金免除等申請件数

免除等種類 申請件数

一般免除 3,633 H21.3月末

若年者納付猶予 308 H21.3月末

　※学生納付特例については、平成20年4月から継続申請が開始された。

学生納付特例 1,671 H21.3月末

合　　　　　　　計 5,612

－95－



費　　　　　　　　　目

04款 衛生費 (単位　　円)

 01項 保健衛生費

  01目 保健衛生総務費

   506,116,124 円

○救急医療事業 円

　　平日の夜間や休日等における緊急患者の診療を確保するため、三島市

　医師会メディカルセンター、沼津夜間救急医療センター、三島社会保険

　病院、三島中央病院等の協力を得て実施。

　・平日夜間

　　内科･小児科･外科を18:00～22:00までメディカルセンターで診療、そ

　　の後内科・小児科・外科は沼津夜間救急医療センターで20:30～翌朝

　　7:00まで診療、外科は22:00～翌朝9:00まで、三島社会保険病院・三

　　島中央病院の当番制により診療。

　・土曜、日曜、休日

　　内科･小児科･外科を9:00～21:00まで（ただし、土曜日は14:00～21:00

　　まで）メディカルセンターで診療、その後内科・小児科・外科は沼津

　　夜間救急医療センターで18:00～翌朝7:00まで（ただし、小児科は

　　20:30～翌朝7:00まで）診療、外科は21:00～翌朝9:00まで三島社会保

　　険病院・三島中央病院の当番制により診療、耳鼻科・眼科は、三島市・

　　沼津市・裾野市・富士市（耳鼻科のみ）・清水町・長泉町の4市2町の

　　担当医師が在宅輪番制により8:00～17:00まで診療（日曜、休日のみ）。　

　・二次救急

　　緊急に手術や入院を要する市民の救急医療を確保するため、内科・外

　　科については、三島社会保険病院・三島中央病院が当番制で診療、脳

　　神経外科・循環器科は三島市・沼津市・裾野市・清水町・長泉町の3市

　　2町の担当医療機関の在宅輪番制により診療。

　・休日歯科診療

　　市内の歯科医が輪番制で9:00～16:00まで診療。

　・ＩＣＵ・ＣＣＵ救急事業

　　三島社会保険病院において重篤な患者を24時間モニタリングし、常時

　　監視できる体制を確保した。

（単位　人）

(     )は三島市民

主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

休日歯科診療    248(203)

一次･二次救急   3,259(2,076)

脳 神 経 外 科  2,406(624)

(255) 10,351 (6,613)

沼津夜間救急  18,265(1,859)

(1,030) 3,640 (2,515) 895合 計 4,196 (2,813) 1,620

(418) 1,647 (1,183) 3,931 (2,735)

(255) 6,420 (3,878)

平日･夜間救急 1,691 (1,134) 593

(612) 1,993 (1,332) 895休 日 救 急 2,505 (1,679) 1,027

202,302,010

救 急 名 内 科 小 児 科 外 科 眼 ･ 耳 鼻 科 合 計

496,091,225506,116,124 469,500 9,555,399

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

－96－



費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○三島市立保健センター整備事業 円

　　保健センター本館開所から20年の経過に伴い、冷暖房の空調設備が

　老朽化し、部品の調達が困難になったため、空調設備の一括取替え修繕

　を行った。

○寝たきり者歯科在宅診療事業助成 円

　　在宅で寝たきりの状態にある市民等で歯科診療を受けることが困難な

　人のために、三島市歯科医師会が実施している寝たきり者歯科在宅診療

　事業に助成した。

　　　在宅往診患者196人　延べ往診時間1,526時間　延べ往診回数1,051回

  02目 母子保健指導費 (単位　　円)

         239,281,118 円

○母子保健事業 円

　　妊婦への母子健康手帳の発行､妊婦・乳幼児の健康診査及び健康相談

　を行った。特に平成20年度では妊婦健康診査において前期後期2回を各

　期に応じて5回に増やした。

　・乳幼児健康診査･相談等実施状況 （単位　人、％）

　・各学級･教室等の健康教育

　　　マタニティセミナー（1コース2回）　

　　　主に初妊婦を対象に、妊娠・分娩・育児についての知識の習得を図

　　　り、出産についての不安の軽減､母親の心構えについて指導した。

　　　　　　　　　　　　　年12回　226人（実人員141人）　

　　　パパママセミナー（1コース2回）　

　　　妊婦及びその夫を対象に、健全な母子の育成及び母性・父性意識の

　　　向上を図った。　

　　　　　　　　　　　　　年12回　659組（実組数172組）

　　　離乳食講習会(前期・後期)　

　　　5カ月・9カ月児を育児中の母親を対象に､親子のふれあいと親同士

　　　の交流の場とすると共に､離乳食の作り方や心身共に健全に育つた

　　　めの心構えを指導した。

　　　　　　　　　　　　　年24回　621人

　　　幼児事後教室　　

　　　1歳6カ月児の健康診査受診者及び2歳児の健康相談でフォローが必

-そ の 他 の 乳 幼 児 相 談 - 2,400 -

158

妊 婦 相 談 - 963 - 174

3 歳 児 健 康 診 査 966 862 89.23

271

2 歳 児 健 康 相 談 会 999 853 85.39 262

1 歳 6 ヵ 月 児 健 康 診 査 981 921 93.88

776

4 ヵ 月 児 ･ 10 ヵ 月 児 健 康 診 査
( 医 療 機 関 委 託 ) 2,029 1,830 90.19 300

妊 婦 健 康 診 査 ( 医 療 機 関 委 託 ) 4,815 4,600 95.53

47,204,832

区　　　　　　　　　　　分 対 象 者 数 実 施 数 実 施 率 要 フ ォ ロ ー 者 数

239,281,118 55,753,000 3,380,651 180,147,467

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

9,292,500

6,952,000

－97－



費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　　　要な母親とその子供を対象に､親子あそび・仲間あそびなど遊びを

　　　中心として心身共に健やかに育つための集団指導を行った｡

　　　　　　　　　　　　　年24回　442人（実人員75人）

　　　3カ月児健康教室　　

　　　生後3カ月児を対象に､発育発達に関する相談、哺乳・離乳食準備の

　　　相談、育児相談などを実施し、乳児の健やかな成長を援助した。

　　　　　　　　　　　　　年12回　846人　

　・訪問指導事業

　　妊産婦・新生児・乳幼児を対象に、家庭内で育児が円滑に行えるよ

　　う、発育・栄養・生活環境・疾病予防等育児上必要な事項について、

　　家庭訪問指導及び電話相談を実施した｡

　　　　　新生児　647人　　妊産婦　661人　　乳幼児　1,253人

○子ども医療費支給事業 円

　　小学校1年生までの子が、病気又はけがにより通院もしくは入院した

　場合の医療費について、保険診療の自己負担額等の全部または一部を助

　成した。また、平成20年度は対象者を6歳以下の未就学児から小学校1年

　生までに拡大した。

　・医療費の内訳 　　（単位　件、円）

○市単独事業費補助金 円

　・不妊治療費補助金 円

　　少子化対策の一環として、一般不妊治療を受ける夫婦の経済的負担軽

　　減のため、治療費の1/2以内10万円を限度額として助成した。

　　　申請者　54件（平均約56,500円/件）

　・妊婦健康診査費補助金 円

　　里帰り等により、指定外医療機関で受診した者に助成した。

　　（初回15,000円、2回目～5回目は4,000円）

　　　申請者　1件（15,000円）

  03目 感染症予防費 (単位　　円)

    142,049,038 円

区　　分 件数 支給総額

入
院
に
係
る
助
成

現物給付分　支給 349

償還払い分　申請 199 4,366,237

入　院　計 548 24,400,767

通
院
に
係
る
助
成

現物給付分　支給 119,496 137,222,920

償還払い分　申請 814 1,901,612

通　院　計 120,310 139,124,532

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

140,988,332142,049,038 1,060,706

3,066,000

3,051,000

15,000

20,034,530

188,986,286

－98－



費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○感染症予防事業 円

　・各種予防接種の状況 （単位　人）

生後3～90ヵ月未満児 6週間以上の間

(初回) 隔をおいて2回

(2回目) 経口投与

(初回)

(2回目)

生後3～90ヵ月未満児 Ⅰ期として3回

(Ⅰ期) 接種する

追加として1回

(Ⅰ期追加) 接種する

生後12～24ヵ月未満児

(Ⅰ期)

3歳～90ヵ月未満児

(Ⅰ期2回)

4歳～90ヵ月未満児

(Ⅰ期追加)

9～13歳未満(Ⅱ期)

11～12歳

高齢者インフルエ 65歳以上

ンザ その他（60～65歳）

　・胸部レントゲン検査 （単位　人）

  04目 生活習慣病予防費 (単位　　円)

   281,797,946 円

○健康診査事業 円

　　3大死因である、がん・心臓病・脳卒中などの生活習慣病対策として

　健康増進法による診査を実施した。

　・健康診査 円 （単位　人）

要指導者

要指導者

56

40 歳 以 上 69

6,513 要精密検査者 393

40 ・ 50 歳 の 女 性 78

5,200 要精密検査者 69

歯 周 疾 患 検 診 350 518 異常のない者

7,743 Ｃ型感染あり 35　 　なし　1,194

骨 粗 鬆 症 検 診 200 229 異常のない者 82

異常なし 1　要指導 7　要医療 22

肝 炎 ウ イ ル ス 検 査 512 1,229 Ｂ型陽性　   17　　 陰性　1,212

生活保護者健康診査 30 30

272,856,416

2,176,630
種 別 対 象 者
及 び 対 象 者 数

予 定 人 員 受 診 者 一 次 検 診 結 果

271,500

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

275,200,946281,797,946 6,325,500

要 精 検 者

一 般 住 民 検 診 4月～8月 市 内 19 会 場 15,711 338 5

16 15

種　　　　別 実 施 期 間 会 場 対 象 者 受 診 者 数

(ジフテリア、破傷風）

24,825 13,310

79

二 種 混 合 1,042 875

日 本 脳 炎 ①   95 平成17年5月30日
より厚生労働省
の積極的勧奨の
差し控えに勧告
を受け、希望者
のみの接種

②  100

47

18歳（高校3年生相当） 1,112 873 平成20年度より
実施（Ⅳ期）

平成18年度より
実施

13歳（中学1年生相当） 1,043 878 平成20年度より
実施（Ⅲ期）

麻 診 ・ 風 し ん 988 899

(ＭＲ混合及び単抗原ワ
クチン) 5～7歳未満の就学年

前　　(Ⅱ期)
1,025 898

(百日ぜき､ジフテリ
ア、破傷風)

1,297 1,086

② 963 ② 1,006

③ 963 ③ 　995

488 480

三 種 混 合 ① 963 ① 　998

510 456

(下期) 480 463

ポ リ オ

(上期) 479 478

Ｂ Ｃ Ｇ 生後3～5ヵ月未満 963 938

140,634,763

予 防 接 種 名 対　　　　　象 対 象 人 員 被 接 種 者 備　　　考
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　・がん検診 円 （単位　人）

異常のない者

要精密検査者

がん

異常のない者

要精密検査者

がん

異常のない者

要精密検査者

がん

異常のない者

要精密検査者

がん

異常のない者

要精密検査者

がん

精検不要

要精検

がん

○生活習慣病予防指導事業 円

　　高血圧・糖尿病・高脂血症などの生活習慣病を予防するため、健康教

　育・健康相談・機能訓練・訪問指導・健康手帳の交付を行った。

　・健康教育事業　　　　　　　 （単位　人）

　・健康相談事業　　　　　　　 （単位　人）

栄養個別相談（12回） 生活習慣病等の疾病別の食事指導

出前健康相談会（19回） 各団体等からの依頼による相談、救護

歯の健康相談（12回） 口腔健康管理全般に関する相談指導

救護派遣時、面接や電話での相談

　・機能訓練事業　　　　　　　

　　疾病・負傷等による心身機能の障害や低下がみられる方に対し、機能

60

健康なんでも相談等 266

健診事後電話相談（6回）
健診結果が要精検・要医療で受診が必要な者への受診勧
奨及び指導 204

543

24

総合健康相談会（12回）
血圧測定・尿検査・体脂肪測定・栄養・歯科ほか全般的
健康相談 331

地区組織活動育成支援事業
（148回）

各教室事後等に組織された健康づくり自主グループ
活動を支援（6グループ） 4,060

種 別 及 び 回 数 内　　　　　　　　容 人 員 等

内臓脂肪燃焼教室（2回）
(スリムアップ教室）

肥満による生活習慣病を予防するための講話と実技 39

骨粗鬆症検診・講座（6回）
骨粗鬆症検診受診者に対し、検査結果の見方と予防
について学ぶ講座 229

市民公開講座(1回)
(三島市医師会共催)

市民の健康づくりのための講座
(テーマ:「高脂血症」脂肪はすべてわるいのか?) 311

禁煙教室（8回）
禁煙したい方を対象に面接や電話・手紙などによる
支援を実施 8

1,647,222

種 別 及 び 回 数 内　　　　　　　　容 受 講 者 数

60 歳 以 上 の 男 性 274

8,428 9

前 立 腺 が ん 検 査 3,775 3,407 3,133

40 歳 以 上 の 人 439

26,698 30

大 腸 が ん 11,220 9,882 9,443

40 歳 以 上 の 人 112

26,698 3

肺 が ん 13,220 10,986 10,874

40 歳 以 上 の 女 性 283

15,711 6

17,699 2

乳 が ん 2,200 2,144 1,861

20 歳 以 上 の 女 性 頸･体部 104 頸･体部 129 78

子 宮 が ん 頸部　2,530 頸部　2,565 2,616

35 歳 以 上 の 人 738

28,313 19

一 次 検 診 結 果

胃 が ん 7,718 8,125 7,387

261,215,186

種 別 対 象 者
及 び 対 象 者 数

予 定 人 員 受 診 者
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　　の維持を図り、健康的な生活の確立に繋げ、日常生活の自立及び社会

　　参加を助けるために機能回復訓練を保健センターで実施した。

　　　　実施日　毎水曜日

　　　　指導者　理学療法士・運動療法士・作業療法士・保健師など

（単位　人）

　・訪問指導事業　　　　　　　

　　保健師、栄養士、歯科衛生士が家庭訪問し、在宅で寝たきり等の状態

　　にある人の家庭に看護法の指導や生活指導を行い、また、準寝たきり

　　老人・虚弱老人等の保健指導及び健診事後フォロー等の生活習慣病予

　　防指導を実施した。

（単位　人）

訪問指導人数

　・健康手帳の交付

　　健康診査の記録、その他必要事項を記録し、自らの健康管理を通して

　　適切な医療を確保するために交付した。

（単位　件）

　40歳の者（新規交付）

　40歳以上の者（更新・再交付）

○健康みしま推進事業 円

　　健康について正しい知識を深め健康づくりに役立てるため、保健委員

　活動を中心として、保健センターのほか地区公民館等で事業を展開した。

　・健康教育事業 （単位　人）

歯の健康まつり ８０２０運動の啓発・普及、歯科検診等

保健委員教育（25回） 地域健康づくり事業を推進するための基礎学習

  05目 畜犬指導費 (単位　　円)

           5,695,401 円

4,163,2015,695,401 1,532,200

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

出前健康講座（25回）
健康づくりのための講話、健康づくり体操実技・健康づ
くりのための食事について等 1,387

ウォーキング教室（3回）
生活習慣病予防及び健康推進のための運動法の講話
と実技指導 78

健康づくり料理教室（24回） 「アンチエイジング・脳・肌若返ろう」講話と料理実習 389

795

976

町内別健康講座（77回）
保健委員活動の一環として町内の要望に応じたテーマで
開催 1,416

健康ウォーキング大会（1回） 保健委員会主催事業 194

市民すこやかふれあいまつり
「生活習慣病の予防」、体脂肪・体力測定、栄養相
談、機能訓練展示 919

25

9

6,070,341

種 別 及 び 回 数 内　　　　　　　　容 受 講 者 数

233 217 450

対　　　　象　　　　者 交　付　数

区 分 成人･老人 生活習慣病予防 合　　計

参 加 者 17 3 576

実 施 曜 日 実人員 新規(再掲） 延人員
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○畜犬指導事業 円

　　犬の登録、狂犬病予防注射を市内35会場で実施したほか、飼えない犬

　や猫を減らすため、犬・猫避妊等助成金を交付した。

　・犬及び猫の登録状況 （単位　匹）

平成7年度から､

生涯登録となる｡

平成10年度から､

猫の登録制度実施

　・犬及び猫避妊等助成金交付状況 （単位　件、円）

  06目 食育推進費 (単位　　円)

          4,277,434 円

○食育推進事業 円

　　市民一人ひとりが「食」についての意識を高め、「食」の適切な判断

　を行う力を身につけ、心身共に健康で文化的な生活ができるよう各種事

　業を実施した。

　・三島市食育基本条例制定と食育推進都市宣言

　　全市を挙げて食育を恒久的に進めていくため、「三島市食育基本条例」

　　の制定及び「食育推進都市宣言」を平成21年3月に行った。

　・食育啓発事業 （単位　人）

みしま生活展 だしの試飲による味覚チェックと食育クイズ 500

食
育
イ
ベ
ン
ト

三島市民家族団らんの日
国が定めた食育の日である毎月19日を市独自に「三
島市民家族団らんの日」と定めた

毎月19日

食育フェスタ
食育啓発のため、地場野菜販売、コロッケ試食、健
康チェック、味覚チェック、骨密度測定、体成分分
析、栄養相談等を行った

800

市民すこやかふれあいまつり だしの試飲による味覚チェックと食育クイズ 725

骨元気相談会(12回)
市役所を訪れる一般市民を対象に、超音波骨量測定
器による骨量測定と、骨密度に応じた健康・栄養相
談

359

生活習慣病予防等を目指した
歯・口の健康つくり調査研究
事業(3回)

坂小学校と三島市歯科医師会が協力して実施中のモ
デル事業に、保健師・歯科衛生士を派遣 132

各
種
食
育
講
座

食育教室(19回)
園児・児童･生徒やその保護者を対象に味覚教育、栄
養等の講話・料理実習等を実施 977

健口教室(7回)
子どもたちの歯の健康を守るため、幼稚園・小学校
に出向いての、歯科医師の講話、歯科衛生士による
ブラッシング指導

457

健骨教室(10回)
超音波骨量測定器による骨量測定と、保健師による
生活・運動の指導、栄養士による中学生を対象とし
た栄養指導

789

講
演
会

第2回食育講演会
講演会「イキイキわくわくは食卓から　～「食べ
力」をつけよう～」講師：村上　祥子氏 1,100

三島市食育推進市民会議(2回)
学識経験者・各種団体役員・事業者・公募市民等26人からなる市
民会議を開催し、計画の進捗状況チェックと条例制定に向けた検
討を行った。

種 別 及 び 回 数 内　　　　　　　　容 参 加 者 数

種 別 及 び 回 数 内　　　　　　　　容

4,277,434

金　額 830,000

4,277,434

4,277,434

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

578,000 393,000

犬 の 去 勢 合　　計

96 529

396,000 2,197,000

件　数 199 139 95

区　分 猫 の 避 妊 猫 の 去 勢 犬 の 避 妊

猫の登録
4,369 4,736

(新規登録分　420) (新規登録分　386)

犬の登録
6,325 6,410

(新規登録分　600) (新規登録分　507)

5,695,401

区 分 平 成 19 年 度 平 成 20 年 度 備　　　　　　考
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　・栄養推進事業

　　健康づくりのための正しい食生活を推進するため、地域の産業との

　　連携を図った。　　

  07目 環境衛生費　　　　 (単位　　円)

　　　　　　　　　　　　  

          11,542,427 円

○ごみ減量化・資源化対策

　・生ごみの有機肥料化を推進し、ごみの減量化を図るため、コンポスト・

　　ぼかし容器の無償貸与を実施した。

　　　貸与実績　　コンポスト　51 台　　ぼかし容器　18 台

　・一般家庭に眠っている不用品のリサイクル推進を目的に、フリーマー

　　ケットを開催した。

　　　開催実績 年9回（楽寿園2回､浄化センター広場7回）

○環境衛生推進事業 円

　・ユスリ蚊の発生防止のため発生源を定期的に消毒すると共に、全市的

　　に自治会で実施している側溝清掃の支援を行い、清掃汚泥等の受入処

　　理をした｡

　・環境衛生週間に合わせ小・中学生を対象にポスター・標語の募集を行

　　い優秀作品を表彰すると共に展示し、標語については、のぼり旗にし

　　て市内各所に掲げ、環境美化の啓発に努めた｡

　　　応募実績　　ポスター 564点　標語 1,641点　計 2,205点

　・環境美化推進員の協力を得て、ごみの集積所や周辺環境の美化の啓発

　　及びごみの出し方指導等を行った｡

　・不法投棄の防止のため、不法投棄監視員等による定期巡回や清掃作業

　　を行った｡

　　　回収等実績  356件  49.26トン  

○生ごみ処理機購入費補助金 円

　　平成11年9月より一般家庭から排出される生ごみの減量化及び処理の効

　率化を図ることを目的に、機械式生ごみ処理機購入者に対し、購入費の

　1/2で20,000円を限度として交付した。　

　　　平成20年度補助金交付台数　40台　　累計　1,190台　

  09目 後期高齢者医療 (単位　　円)

       事務費　　

82,678,209 円

3,335,588

786,700

一 般 財 源

196,000 11,346,427

決　算　額
特　　定　　財　　源

国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

11,542,427

82,678,20982,678,209

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

ヘルシーメニュー普及事業
三島市の地場産品を使った各季節の生活習慣病予防の献立を市民
に配付

健康づくり協力店事業
栄養成分表示や健康づくりに関する資料を掲示している、市内に
ある飲食店等61ヵ所を認定

種　　別 内　　　　　　　　容
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○後期高齢者医療制度の実施

　　老人保健制度の運営主体の明確化のため、県内の全市町が参加する静

　岡県後期高齢者医療広域連合を運営主体とした、独立した後期高齢者医

　療制度（加入者は75歳以上と一部の障害を持った人）を平成20年度から

　実施した。制度運営と保険料賦課、資格、給付決定は広域連合が行い、

　納付書、保険証等の送付や資格、給付申請受付、徴収事務を市町が行う。　

○被保険者への制度周知

　　年金から特別徴収をしている人に普通徴収へ納付方法の変更ができる

　旨を、納付書送付時や年齢到達者の保険証送付時に周知した他、広報紙

　3回、社会保険の被扶養者や特徴開始者には直接案内を送付した。

　　　被扶養者　1,156人　特別徴収開始予定者（4、6月開始）　488人

　　保険証や保険料についての説明会を4月から2月までの間、33回1,501人

　を対象に開催して制度の周知に努めた。

○健康診査

人 人 ％

○県広域連合事務費負担金

　　県広域連合の事務に係る経費を人口割40％、高齢者割50％、均等割10％

　により各市町で負担。

　　　一般会計分　2,413,000円　　特別会計分　27,283,000円

○平成20年度繰越明許費

　・後期高齢者医療システム改修業務委託

　　国の特別対策（低所得者の保険料軽減、年金徴収から普通徴収への切

　　替等）に係る保険料計算システム等の改修を行ったが、7月の本算定時

　　まで検収が必要となるため、繰越明許とした。

　　　　繰越額　2,085,000円

  10目 後期高齢者医療 (単位　　円)

       費

533,614,000 円

○その他負担金

　・医療費市負担金 円

　　後期高齢者医療費の財源構成は公費5割（国4/12、県1/12、市1/12)、 

　　支援金4割、保険料1割、この内市負担分1/12を広域連合へ概算納付次

　　年度精算。 　

 02項 清掃費 (単位　　円)

  02目 塵芥収集費

         264,700,341 円

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

264,700,341 213,000

10,702 3,617 33.8

健康診査対象者数 受診者数 受診率

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

533,614,000 533,614,000

533,614,000

30,911,000 233,576,341
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○一般廃棄物収集運搬業務委託事業 円

　・ごみ収集世帯､人口及び状況 （単位　世帯、人）

　・ごみ処理状況 （単位　ｔ、％）

　焼却

　埋立

　資源化

　・ごみ量の推移 （単位　人）

　・生活系ごみ収集量の内訳 （単位　ｔ）

  03目 清掃センター管理 (単位　　円)

　　　 費

         535,803,222 円

○施設管理業務委託事業 円

（単位  円）

○施設補修事業 円

　　焼却処理施設、粗大ごみ処理施設共に運転開始後19年が経ち点検と整

　備は定期的に実施する必要があり、それぞれ年2回前期後期に分けて補修

　を実施した。

合　　　　　計 105,630,000

116,402,219

施設設備等保守委託 4,794,300
大気汚染測定機器、水質測定機器
浸出水処理施設保守点検委託

その他施設管理業務委託 3,332,700 水質検査委託、大気測定委託外

焼却施設運転管理業務委託 91,770,000 ごみ焼却処理施設の運転･維持管理業務委託

可燃性処理困難物解体業務委託 5,733,000 可燃不燃混合ごみ解体分別処理業務委託

430,208,832

105,630,000

事　業　名 事　業　費 事　業　の　概　要

535,803,222 3,000,000 102,594,390

44 869

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国・県支出金 市 債 そ の 他

34,539

2,756 177 17 297 28,431 124 977 793 54

カレット
リターナ
ブルビン

乾電池
蛍光管

その他
不 燃

可燃ごみ（31,678） 不燃ごみ（2,861） 合計

紙・布
ペット
ボトル

白 色
トレイ

木製家具
剪 定 枝

燃える
ご み

アルミ 鉄

45,436

年 間 収 集 人 口 １ 人
当 た り 排 出 量 (kg)

403 416 435 433 439 445 442 424

11,392 10,897

合 計 (t) 42,255 43,916 46,281 46,095 47,132 47,743 47,579

10,427 10,175 10,622 10,943処 理 量 事 業 系 (t) 8,876 9,767

48,305

生 活 系 (t) 33,379 34,149 35,854 35,920 36,510 36,800 36,187 34,539

49,150 50,042 50,694 50,394排 出 量 （ ｔ ） 45,210 46,879 49,206

20年度

収 集 計 画 人 口 、 収 集 人 口 112,305 112,640 113,089 113,590 113,910 113,883 114,001 113,867

11.77

区分

年度
13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度

87.08

45,436 39,566 524 5,346 1.15

1,093

処 理 量
処 理

焼    却 埋    立 資  源  化 比    率

46,291

行 政 区 域 収 集 区 域

世 帯 人 口 世 帯 人 口 月 平 均 (t)

113,867 46,291 113,867 45,436 3,786

215,040,000

処 理 量 1 人 1 日 当
たり排出量

(g)年 間 (t)
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

（単位  円）

○ダイオキシン対策事業 円

（単位　円）

○一般廃棄物資源化事業 円

（単位　円）

カレット

（無色） 円

（茶色） 円

（その他） 円

円

ガラスびん選別作業業務委託

  04目 衛生プラント管理　 (単位　　円)

　     費

         112,558,275 円

○衛生プラント管理運営事業 円

　・し尿収集世帯､人口の状況 (単位　世帯、人)

　

 

※世帯・人口とも住民基本台帳による。

世帯

34.4 34.6 全人口 113,700 人

1.3 1.3 全世帯 46,291
し　　　尿

生 し 尿 586 1,445

浄化槽汚泥 15,913 39,306

108,939,275

104,826,775

清　掃　区　分
収　集　区　分 比　　率（％）

備　　　　考
世　帯 人　口 世　帯 人　口

112,558,275 3,589,000 30,000

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

3,326,400 資源化量   847.43ｔ

合　　　　　　計 13,955,395

ペットボトル・トレイ等中間処
理業務委託

6,048,000 資源化量   194.14ｔ

廃乾電池廃蛍光管処理業務委託 3,800,156 資源化量    43.95ｔ

資源化手数料 780,839

92,345

277,109

112,009

ペットボトル減容機点検整備手数料

299,376

15,396,798

事　業　名 事　業　費 事　業　の　概　要

周辺環境大気中のダイオキシン
類測定調査業務委託

2,079,000 年2回　4箇所

合　　　　　計 7,355,250

ごみ焼却施設排ガス等ダイオキ
シン類測定業務委託

1,575,000 年1回　Ａ炉・Ｂ炉

ごみ焼却施設作業環境中のダイ
オキシン類測定業務委託

2,940,000 年2回　Ａ炉・Ｂ炉

事　業　名 事　業　費 事　業　の　概　要

浸出水処理施設処理水及び観測
井戸のダイオキシン類測定調査
業務委託

761,250 年1回　1箇所

合　　　　　計 116,402,219

7,355,250

粗大ごみ処理施設修繕 22,474,200 定期修繕（前・後期）外

その他修繕 6,123,174 トラックスケールデータ処理修繕 外

事　業　名 事　業　費 事　業　の　概　要

焼却施設修繕 87,804,845 機械電気設備修繕(前・後期）外
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　・し尿・浄化槽汚泥処理状況 (単位　世帯、人、ｷﾛﾘｯﾄﾙ)

　

　・業務委託状況 (単位　　円)

○国・県支出金を伴う事業費補助金

　・小型合併処理浄化槽設置推進事業 円

　　生活雑排水等による公共用水域の水質汚濁防止対策として合併処理浄

　　化槽設置事業を推進し、設置費の一部を補助した。

　　　　設置基数 19 基

05款 労働費　　　　　　　 (単位　　円)

 02項 労働費

  01目 労働諸費

1,222,694,408 円

○勤労者住宅建設資金貸付事業 円

　　勤労者の住宅建設や持家増加による財産形成を推進し福利増進を図る

　ため1,000万円を限度として資金貸付を実施した｡(ユニバーサルデザイン

　住宅への融資は1,150万円を限度とする。)

清　掃　区　分
収　集　区　域 収　集　量 1人1日当たり

世　帯 人　口 年　間 月 平 均 排    出    量

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

事　　業　　名 事業費 事　業　概　要

し尿・浄化槽汚泥 16,499 40,751 17,082

衛 生 プ ラ ン ト 消 防 用 設 備 等
保 守 点 検 業 務 委 託 122,640

消防法の規定による衛生プラントの消防用設備
等保守点検

衛 生 プ ラ ン ト 自 家 用 電 気 工 作 物
保 安 管 理 及 び 清 掃 業 務 委 託 177,660 衛生プラントの自家用電気工作物の保安管理

衛 生 プ ラ ン ト ラ イ ン コ ン ピ ュ ー タ
保 守 点 検 業 務 委 託 997,500

ラインコンピュータ本体の機能を維持するため
の保守点検

地 下 タ ン ク 漏 洩 点 検 業 務 委 託 105,000
消防法の規定による衛生プラント灯油地下タン
クの漏洩点検

衛 生 プ ラ ン ト 工 業 計 器
保 守 点 検 業 務 委 託 724,500

電磁流量計等の工業計器の精度を確保するた
めの保守点検

衛 生 プ ラ ン ト 汚 泥 焼 却 設 備
定 期 点 検 業 務 委 託 724,500

汚泥焼却炉、空気予熱器等の汚泥焼却設備の
性能を維持するための定期点検

衛 生 プ ラ ン ト 運 転 管 理 業 務 委 託 28,098,000 衛生プラントの運転管理及び維持管理

衛 生 プ ラ ン ト 焼 却 施 設
大 気 測 定 調 査 業 務 委 託 630,000

大気汚染防止法第16条の規定による測定業務
ダイオキシン類対策特別措置法第28条第1項
の規定による排ガス・焼却灰のダイオキシン類
濃度測定

衛 生 プ ラ ン ト 焼 却 施 設 内 の
ば く 露 防 止 に 伴 う ダ イ オ キ シ ン 類
測 定 調 査 業 務 委 託

861,000
労働安全衛生規則の規定による焼却炉施設内
の作業環境中のダイオキシン類濃度測定

衛生プラント臭気分析調査業務委託 399,000
衛生プラントの臭気分析（敷地境界及び脱臭設
備排気口で測定）

衛 生 プ ラ ン ト し 尿 処 理 施 設
精 密 機 能 検 査 業 務 委 託 1,365,000

廃棄物処理法の規定により施設の機能状況・
耐用等検査

訴 訟 事 務 委 託 250,560
補助金申請にかかる受理義務付等請求事件の
訴訟代理人委託

合　　　計 34,455,360

7,694,000

1,222,694,408 2,747,000

1,128,418,694

1,424 1.15 ﾘｯﾄﾙ

1,219,947,408
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

（単位　件、万円）

○勤労者教育資金貸付事業 円

　　勤労者又はその子弟が大学等へ進学､もしくは在学するために必要な経

　費に充てるため､300万円を限度として資金貸付を実施した。

（単位　件、万円）

○技能功労者及び優秀技能者表彰

　　永く同一の職業に従事し、技能の錬磨や後進の指導育成を行っている

　技能者や優れた技能をもつ40歳以下の若い技能者について表彰を行った。

 　　　表彰日    11月19日  場所 生涯学習センター多目的ホール

 　　　表彰者数　技能功労者表彰  14業種　22人

 　　　　　　　　優秀技能者表彰  10業種　12人

○市単独運営費補助金

　・三島函南勤労者福祉サービスセンター補助金 円

　　中小企業者及び勤労者の福利厚生事業を行っている、「三島函南勤労

　者福祉サービスセンター」の運営費の一部について補助を行った。

　　　　※平成21年3月31日現在／309事業所（1,539人）

○市単独事業費補助金 円

　・中小企業特定退職金共済事業補助金 円

　　中小企業の労働力の確保と雇用の安定、及び中小企業従事者の健康の

　　保持増進を図る目的で、共済加入事業者に対し掛け金の一部の補助を

　　行った。

　　　　※加入者／185事業所・10,538人(平成21年3月31日現在）

　・雇用促進事業費補助金 円

　　若年者の雇用の促進と地元企業の人材確保を目的に、三島商工会議所・

　　ハローワーク三島と共催し、若年者就職ＪＯＢフェア(若年者合同就職

　　面接会)を実施した。

新 築 ( 土 地 購 入 ) 17 16,350

                件数・金額

 貸付項目
貸 付 件 数 貸 付 金 額

新 築 ( 建 物 の み ) 17 17,000

中 古 物 件 購 入 11 11,000

土 地 購 入 2 2,000

建物（マンション）購入 2 1,750

合 計 49 48,100

79,909,307

                件数・金額

 貸付項目
貸 付 件 数 貸 付 金 額

大 学 院 0 0

大 学 9 1,898

短 大 0 0

専 門 学 校 2 500

高 専 0 0

高 校 0 0

合 計 11 2,398

10,000,000

2,579,940

1,369,940

325,000

開催日 求人社数 求職者数 採用者数 就職率

8.7%平成20年12月1日 44社 115人 10人
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